
 

慶應義塾大学大学院薬学研究科 
入学試験（英語）の変更について 

 

2018 年度に実施する入学試験から、「英語」の試験に「TOEFL ITP」を導入します。TOEFL ITP は、

大学院入学試験の当日に、学内試験会場にて実施します。そのため、事前に「TOEFL iBT」試験を

外部試験会場で受験し、スコアを提出する必要はありません。 

ただし、2018 年度に実施する入学試験では、従来の「TOEFL iBT」のスコア提出で代替することも

認めます。また、「TOEFL iBT」のスコアを提出した者でも、入学試験当日に「TOEFL ITP」を受験す

ることができます。その場合は、研究科の設定する基準に基づき、評価の高い方を採用します。 
 
注)TOEFL ITPとは、団体向けTOEFLプログラム。大学院入学試験場でTOEFL ITP（LEVEL 1）の試験を行う。 

TOEFL ITPは、Listening Comprehension, Structure and Written Expression 及び Reading Comprehensionから成る。 

• TOEFL ITP ホームページ   

 

「英語」の試験は入学試験当日受験の「TOEFL ITP」を導入しますが、「TOEFL iBT」の「Official Score Report」の提出も可能とします。

「TOEFL iBT」の「Official Score Report」の提出での出願を希望する者は以下を確認してください。 

 

「TOEFL iBT」スコアの提出方法 

「Official Score Report」と「Order Summary」の提出が必要です。  

１．試験実施機関（ETS）から慶應義塾大学に「Official Score Report」を直接送付する手続を取ってください｡慶應義塾大学大学院薬

学研究科の登録コード番号（Institution Code）は「5949」です｡「TOEFL iBT」の受験申込時または試験日前日までに所定の手続を

行えば、「Official Score Report」は試験後に慶應義塾大学に直接送付されます｡この手続を行わなかった場合には、後日 ETS の

定めにしたがって「Official Score Report」の送付手続を取ってください｡ 

* 既に慶應義塾大学の登録コード番号（Institution Code）で手続済の場合は変更する必要はありません。次回から慶應義塾大学

薬学研究科の登録コード番号（Institution Code）「5949」で手続してください。 

２．インターネットでの「TOEFL iBT」申込手続完了確認画面（慶應義塾大学に Official Score を送付する手続を完了していることがわ

かる、氏名が記載された「Order Summary」の画面）を印刷し、出願書類と併せて提出してください。 

 

「TOEFL iBT」スコアの有効期間 

提出する「TOEFL iBT」の「Official Score Report」については，「受験期間」および「到着期限」の両方を満たしている必要があります。 

1. 受験期間：試験日の属する年度の前々年度の 4 月 1 日から試験日の 3 ヶ月前の日までに受験したもののみを有効とします。

（2018 年 8 月 1 日が試験日の場合：2016 年 4 月 1 日から 2018 年 4 月 30 日までの間に受験したもの） 

2. 到着期限：出願期間最終日までに慶應義塾大学に到着したもののみを有効とします。  

※ 「Official Score Report」が本学に到着するまでには、とても時間がかかります。早めに送付手続を取るようにしてください。  

※ 「TOEFL iBT」スコアの有効期間については、入学試験要項および薬学部公式ホームページでご確認ください。 

• TOEFL（ETS ホームページ）   

 

問い合わせ先 

慶應義塾大学大学院薬学研究科 学生課大学院入試担当 

Tel：03-5400-2498（ダイヤルイン) E-mail：skcdaigakuin *info.keio.ac.jp 

（※アドレスは、「*」の部分を「@」に変えてから送信してください。） 

https://www.cieej.or.jp/toefl/itp/
http://www.ets.org/toefl
http://www.ets.org/toefl
http://www.ets.org/toefl
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